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インド西ベンガル州バンクラ県に位置するハンセン病コロニー11か所の調査を実施しました。コロニーの規模として

は数十人のところから千人近いところもあり、コロニーによって環境が本当に違うということを実感致しました。イ

ンド全体でみるとごく一部のコロニーの結果ではありますが、西ベンガル州のハンセン病コロニーにおけるイメージ

を持って頂くことができるのではないでしょうか。

数字で見るインドハンセン病コロニーの現状

インフラ所有率

72% 45%

12% 30%

トイレ

調理用のガスレンジを所有して

いる家庭は半数以下でした。中

には「政府が無料で配っていた

が、使い方が分からないからも

らわなかった」という家庭もあ

りました。

21%

共用のトイレがコロニーにあ

る場合でも、外で用を足す人

が多く、トイレを使うという

習慣はないように感じました。

※左記数字は個人でのトイレ所有率

11 958
世帯

3298
人

西ベンガル州バンクラ県

コロニーの大半が政府の所有

する土地で、税金を払って住

んでいます。土地の利用に関

して、大きなトラブルを抱え

ているコロニーはありません

でした。

個別の水道を持っている割合

は12%と大変低いですが、多

くのコロニーでは共用の井戸

や水道が設置してあります。

電気代が払えないために電気

を引いていないという家庭が

一定数ありました。

電気 ガス

土地

水道

コロニー

調査してきました！



就労・収入状況

物乞い/無職

30%

自営業

14%

日雇い労働

33%

政府/民間企業

23%

世帯月収

5,400円
中央値

左の数値はあくまでも世帯収入のため、1人あたりに換算

すると国際貧困ライン（1人1.9ドル/日）を大きく下回る

結果（※）になりました。政府からの食料支援（配給や

安く食料が購入できる制度）がないと生活することもま

まなりません。そのため学校に行かず、働き始める子供

たちも多くいます。

（※）1世帯4人家族とすると1人当たり45円/日

差別に関する状況

82%
差別状況が改善したと答えた人の割合

本調査を行った地域では、差別の状況が改善されつつある

ことがわかりました。しかし、元患者の多いコロニーでは

「差別を受けたことがあり、今も状況が変わっていない」

と回答した人の割合が多く、被差別意識が強い傾向にあり

ました。

「コロニーに人が来るようになった」

昔はお店で物を売ってもらえなかったし、誰も

コロニーに来なかったけど、最近はそんなこと

ないよ。ハンセン病はただの病気だっていうこ

とがみんなわかったからね。

差別に関する状況～村人の声～

「昔はお湯をかけられたことも・・」

後遺症がひどいから、物乞いでしかお金稼げな

いんだ。昔は物乞いの途中でお湯をかけられた

りしたこともあったから、それに比べたら大分

良くなったと思うよ。



COVID19 新型コロナウイルス緊急支援
～食料配布を実施しました～

インド西ベンガル州のハンセン病コロニー7か所で食料、生活物資の配布を行いました。

さらなる食料配布を実施するために、現在クラウドファンディングに取り組んでいます。

7
コロニー

572
世帯

配布物資（1世帯あたり）

米5kg 豆類1kg じゃがいも2kg

石鹸1個

soap

塩1袋 スパイス
4袋

食用油
1本

（※上記は2020年6月30日時点での配布実績です。）

食料配布の様子

準備の様子

食料配布の様子

小分けにパッキングされた米

【プロジェクト実施背景】

インドでは、2020年3月末から新型コロナウイルス感染症対策として都市封鎖がなされてきましたが、依然として感染

者は急増しています。ハンセン病コロニーに住んでいる多くの人は、日雇い労働や物乞いで生活しています。そのため、

国内の経済活動が停止したことで収入を失い、現在は日々の食事に困るほどの状況に陥っています。



ビシュナプールコロニー

2011年9月よりワークキャンプを実施しているわぴねすとの関係が一番長いコロニーです。

長年のワークキャンプにより、居住環境が大きく改善されました。

他のコロニーに比べても就労率が低く、物乞いで生計を立てている世帯が多いです。

結核が流行？！ワークキャンプ開催できず・・・

2019年度はコロニー内と周辺において結核が発生し、結核関連の症状が原因により複数の村人が亡くなるという事態に。

2011年より続けているビシュナプールコロニーのワークキャンプですが、2019年度はワークキャンプの実施が出来ま

せんでした。政府による衛生検査の実施、薬の配布などの成果が出て、現在は結核患者は全員完治したのでワークキャ

ンプの再開が出来そうです。

男性女性 133人

人口

無職/物乞い

日雇労働

自営業

その他

収入

47%

就労状況

世帯月収

4,544円
中央値

TOTOプロジェクト2年目に突入！

Bad Point

2年目に突入したTOTOプロジェクトですが、購入したTOTOの質があまり

良くなかったため、修繕やバッテリー、タイヤの交換など様々な出費が重

なってしまいました。

※18歳以上の男性

Good Point

TOTOドライバーとしての働き始める前と比べると、一番多い人で5倍、

最低でも収入が2～3倍以上になりました。

元インターン生にビシュナプールの
想い出を聞いてみました！

インターンで滞在したビシュナプール。

普段のワークキャンプではコロニー内で生活する村人の姿を

見ることがほとんどですが、インターン期間中は、町で友達

と遊んでる姿や、仕事をしている姿など、コロニーの外での

姿を見ることができてとても新鮮でした！

Situation of the colonies 

and 

our activity

それぞれのコロニーでのわぴねすの活動とコロニーの現状



マニプールコロニー

現在のコロニーリーダーが尽力した結果、コロニー内には小学校、独居老人施設、ホステルなどがあり、

ハンセン病コロニーの中ではとても発展しています。また、ストリートチルドレンを保護するなど、

とても精力的なリーダーがいます。わぴねすはワークキャンプを通して様々な活動を行っています。

歯科ケアについての講義を実施！

サンスター財団様、梅本記念アジア歯科基金様のご協力の下、

3つの歯科ケアプロジェクトを実施致しました。

①歯磨きをしないと虫歯になってしまうという内容の紙芝居の読み聞かせ

②虫歯から病気になった様々な例をわかりやすく説明

③正しい歯磨きやうがいの方法のレクチャー

延べ200人
参加

歯磨きの練習を一緒にする子供たち正しい歯磨きのやり方を教えている様子 歯磨きの重要性を伝える紙芝居

男性
女性 995人

人口

無職/物乞い

日雇労働

その他

収入

62%

就労状況

世帯月収

5,080円
中央値

Old Age Home（独居老人棟）の施設修繕

Old Age Home（男性棟）、独居老人棟に住む人々のためのキッチンルームの修繕を行いました。

予算の関係上、塗装はできませんでしたが、壁と床のひび割れ補修を実施しました。

入り口の扉がついている壁の亀裂を補修 建物外側の壁の亀裂を補修 内壁の亀裂も補修し、

雨漏りの心配をせずに済むように

(2017年9月実施 109世帯のサンプル調査結果）
※18歳以上の男性



チャクドラコロニー

16世帯45人ととても小さなコロニーです。

コロニーの人々は物乞いか、近隣のレンガ工場で日雇い労働者として働いています。

2018年からワークキャンプを開始し、現在は家屋の修繕を中心に活動をしています。

家屋11軒の修繕と1軒の建設を実施

床の修繕新築した家屋 セメントを作る日本人キャンパー

男性
女性 45人

人口

無職/物乞い

日雇労働

収入

80%

就労状況

世帯月収

4,800円
中央値

日本の絵本をコロニーの子供たちに！絵本の読み聞かせプロジェクト

特定非営利活動法人ESAアジア教育支援の会様のご協力の下、日本の絵

本をベンガル語に翻訳したものを準備、コロニーの子供たちに読み聞か

せし、その後絵本を寄贈しました。絵本の読み聞かせを通して、ベンガ

ル語の発音を村人に教えてもらうことで交流を深めることも出来ました。

寄贈した絵本：ごんぎつね、はなさかじいさん、そらまめくん、

おひさまとかくれんぼ他、合計9種類

※18歳以上の男性

家屋の新築
1軒

家屋の修繕
11軒

事前のリサーチによって、壁の損傷などがひどく、倒壊の恐れがあると

判断された1軒の家屋を新築しました。また床のひび割れによって浸水

や足のけがの原因となっていた家屋の修繕も実施しました。ワークキャ

ンプ期間中は村人の仕事がない時期だったため、床の修繕は村人を雇い、

実施することで村人の収入につながるようにしました。



新規ローン
7人・120万

男性女性 7６人

人口

無職

日雇労働

政府/民間

自営業

収入

88%

就労状況

2018年度に実施した7人に加え、

2019年度は新たに7人・合計約120万円の貸付を行いました！

新たに貸し付けを実施した7人の内、4人は牛を購入し、

ミルクを販売する事業を始めることが出来ました。

最大で3倍稼げる月も

「これまで大体5,000円/月くらいだったけど、

今では最低でも10,000円/月、

良い時で15,000円/月くらい稼げてるよ！」

ピアルドバコロニー

設立経緯としては珍しく、政府によって作られたコロニーです。

居住地や農業などの仕事が与えられています。

わぴねすはマイクロローンによって就労支援を行っています。

累計ローン
約250万円

累計貸付件数
14件

マイクロローンの参加者が増えました！

世帯月収

5,920円
中央値

低金利で簡単にローンを組めて嬉しい

「低金利で、しかも政府のローンとかに比べるととても簡単

に借りられるからありがたいです。今はこれまでの大体

1.5倍～2倍くらい稼げるようになりました。」

Rajibさん（35歳）

Arupさん（25歳）

ヤギファームを将来作りたい

「今はローンの返済でお金をあまり貯められていないけど、返済し終わったら、

ビジネスを拡大したい。牛ももっと飼いたいし、ヤギも育てたいと思っている。」

※18歳以上の男性



新規6台
レンタル開始

このコロニーではワークキャンプなどは実施したことがありませんでしたが、

2019年度に実施したコロニー調査において、TOTOドライバーの仕事の需要が

あることが分かりました。また、近隣の町が大きいため、TOTOが増えたとし

ても問題なく稼げる見込みがありました。そこで2019年11月より6台のレンタ

ルを開始、TOTOドライバーとなった人が実際に十分な収入を得ることが出来

ました。今後さらに数を増やす予定です。

ナバジバンプールコロニー

わぴねすが支援しているコロニーの中で最大級です。現在はTOTOレンタルプロジェクトを実施中です。

1964年にキリスト教関係の団体によって、ハンセン病回復者の方のための居住スペースが作られました。

そのため、現在も約半分の土地をキリスト教関係の団体が所有しています。

6台

わぴねすからTOTOをレンタルした
ドライバーのAmitさん

貯金が出来るようになった

「これまで郵便局の夜間警備員をしていました。大

体月に10日くらい仕事があって、3,200円/月の収

入になっていました。TOTOドライバーを始めたこ

とで7,000円/月近い収入を得ることが出来ています。

これまではカツカツの生活でしたが、少しずつ貯金

できるようになりました。お金が貯まったら新しい

ビジネスを始めたいと思っています。」

What’s TOTO？？

バッテリーで走る3輪自動車をTOTOと呼びます。

最大で6人（ドライバー含む）乗ることが出来、

近距離移動のタクシーとしてインドでは一般的

に使われています。ガソリンを使わないのでと

ても環境に優しく、運転も容易です。

TOTOレンタルプロジェクト開始！

男性
女性 882人

人口

無職/物乞い

日雇労働

政府/民間

自営業

収入

81%

就労状況

世帯月収

8,080円
中央値

※18歳以上の男性



2019TOPICS

「ランチ1回分のお金を、コロニーのために」

新型コロナウイルスの感染拡大で今まで何気なく過ごしてきた大学生

活が一変し、4年間という期間が非常に限られた時間であるというこ

とを唐突に思い知らされました。正直、自分のことで精一杯になって

しまいそうにもなります。しかし、そんな中でも「私たち学生にもで

きることはまだたくさんあるはず!」と考え、食料支援のクラウドファ

ンディングを実施。大学内外で築き上げてきたつながりやSNSなどを

活用し、目標金額を集めることが出来ました！

今年からnamaste!の中で、日本のハンセン病文学の読

書会をしています！ ハンセン病文学とは、ハンセン病

療養所で暮らしていた方々が執筆した文学作品です。読

書会の中で、当時のハンセン病患者の心境など、様々な

ことを議論をすることで、参加者がハンセン病について

の理解を深めていきます。

新型コロナウイルスの影響でオンラインでの読書会にな

りますが、これをチャンスと捉え、日本全国の人と読書

会を開いていきたいと考えています。

2019年12月31日から2020年1月1日にかけて、国立駿

河療養所にて除夜の鐘つきを開催致しました。駿河療養

所自治会のご協力も頂き、療養所の入所者の方々や職員

さん、地域の方々など多くのご来場者とともに、年越し

の瞬間を迎えました。

コロニーで演奏をしている
様子

NHKの取材を受ける村人

有志の学生メンバーによるクラウドファンディング

年末年越しイベント＠国立駿河療養所

大学での講演会＠インド ハンセン病文学の読書会を始めました！

オリンピックセンターでの講演会

日本国内にて3つの講演会を実施しまし

た！うち一つは名古屋市教育委員会主催

の人権問題特別講演会で、ハンセン病を

知らない方へ、ハンセン病の基礎知識か

ら差別の歴史などをお伝えしてきました。

またインドネシアで活動しているNGO

（JALAN）とも共同で講演会を実施しま

した。

3つの講演会を実施＠日本

オンラインでの会議を重ねる

Visva-Bharati大学での講演

インドの大学にて合計3回、講演

会を実施しました。延べ100人ほ

どのインド人大学生にハンセン病

の基礎知識、わぴねすの活動につ

いて話してきました。

また、以前わぴねすの活動に参加

したことがあるインド人大学生に

もゲストスピーカーとして参加し

てもらいました。

参加者全員で新年の書初め 鐘撞つき時の様子

オンライン読書会 読書会で使用している
ハンセン病文学



ワークキャンプ事業部

¥3,053,335

就労支援事業部

¥2,220,831

管理部

¥696,070

2019年度支出内訳

5,970,236

NPO法人わぴねす団体概要

正式名称 特定非営利活動法人わぴねす

代表理事 梶田恵理子

協力団体 笹川記念保健協力財団
NGO FPSA 

事業形態 ・ワークキャンプ事業部
・就労支援事業部
・教育事業部

活動内容 マイノリティの社会的地位の向上
及び尊厳の回復を目的として、イ
ンドハンセン病コロニーにてハン
セン病問題解決のために活動を行
なう

WEBサイト NPO法人わぴねす
https://wappiness.org

インドワークキャンプ団体namaste!
https://namaste.wappiness.org

2019年度収入

2019年度支出

2019年度は新型コロナウイルスの感染拡大

により、実質2020年2月までしか活動が出

来ず、助成金を一部返還致しました。就労

支援事業ではコロニーの人々が働くことが

出来ない状況になったため、TOTOのレンタ

ル料やローンの回収を停止しています。

ワークキャンプ事業では2019年夏のキャン

プのみの開催だったため、例年の半分以下

の収益となっています。雑収益の内、200

万円は持続化給付金によるものです。

ワークキャンプ事業では家屋の建設や修繕事

業などの大規模プロジェクトがあったため、

活動期間が半分だったにもかかわらず、前年

度と同程度の支出となりました。

就労支援事業部の支出の大半はTOTOの購入

費となっています。管理部はインターンの受

け入れ関連費が主な支出となっています。

支 援

方 法

銀行名 ゆうちょ銀行
口座名義 特定非営利活動法人わぴねす
支店名 二〇八（ニゼロハチ）
預金種目 普通
口座番号 0538244

銀行振込クレジットカード

右記QRコードを読み取り、
HP上にて手続きをお願いいたします。

助成金

¥5,792,321 

寄付金・会費

¥648,718 

雑収益

¥2,047,840 

就労支援事業収益

¥528,922 

ワークキャンプ事業収益

¥168,000 

2019年度収入内訳

9,185,801

単位：円

単位：円
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